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あり，この種は県南部のほか県北部にも広く分布していることが  

確認されている。そのほかのマダニ類の分布は県南部に集中して  

いた。また，勝浦市，天津小湊町，鴨川市，大多喜町，君津市に  

またがる地域では多種類かつ多数のマダニが確認され，たとえば  

天津′ト湊町では9種類のマダニが確認されている。  

表1．県内に生息するマダニの種類（森，藤計）より）  

はじめに  

ダニの現存種は世界中において約35，000種が記載されており，  

まだ記載されていない種が百万種程度存在すると考えられてい  

る1ノ。ダニ目の分類体系は学者によl）かなり差があるが，一般に  

2群7亜目に分類され，この中に300科以上がおかれている㌔亜  

目の分類は気門（呼吸器官の一部）に基づいて行われる。この中  

でマダニ類は第4亜巨（後気門類）にあたる。マダニ類は全種に  

おいて動物寄生性であり，第1脚にハラー氏器官と呼ばれる感覚  

器を持っている。   

マダニ類はさらに3科に分けられる。このうちで国内で記載さ  

れているのはヒメダニ科とマダニ科の2科であり，これまで42種  

が記載されている。県内にはマダニ科のうちの2属10種の生息が  

確認されている。3）  

1．分  布  

昭和63年4月から平成3年8月までの調査によると県内48市町  

村で2属10種類のマダニの生息が確認されている3）（表1）。これ  

によると，ほとんどの種においてその個体数が県南部で多い点と，  

マダニ属に比べてチマダニ属の方が圧倒的に個体数の多い点が特  

徴である。最も多くの市町村で採集されたマダニはキチマダニで  
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2．生活史  

千葉県に生息するマダニのうち生活史の明らかにされている種  

は，フタトゲチマダニである。この種は3宿主性であるため，卵  

期を除いた各ステージごとに吸血をしなければならない。フタト  

ゲチマダニの生活史を図1に示す。  
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′■   

／宿主への接触  
lし  

′  ヨエ、、′ノー帆1待ち伏せ   
待ち伏せ■■、  

未吸血若虫   

千葉県衛生研究所  

（1996年11月15日受理）  

－1－  



丁一葉街研報告 第20号1－31996年  

雌成虫は給血しなければ産卵しないこ交尾は吸血パ・に宿主体表  

卜で行われるこ雄と交尾をし，充分吸血した雌は宿主から離脱し，  

地上で産卵する（雌は500、2000佃荏即する。充分吸血した雌  

（飽血雌）は＝可荘即すると死」する。   

卵は250cの混度で2∠ト26日で附ヒする。末吸血幼虫は休眠しな  

いことや，室内飼育したときの生存矧～りから，F′燃条件下では吸  

血できなかったほとんどの幼虫が冬季に越冬できずに死亡してい  

ると考えられる。   

吸血▼離脱後250cの状態におくと，幼虫・若虫は10～14日で脱  

喧し，雌成虫は6～8日後に産卵を開始する。   

3．体  長  

マダニ類の体の大きさについては，フタトゲチマダニの例を表  

2に示す＝  

表2．フタトゲチマダニ各発育期の体長   

冬から春には茎で静」Lし，季節によって待ち伏せ場所を変えるこ  

とも明らかにされている。  

6，分  散  

フタトゲチマダニ幼虫の室内での観察から，幼虫は5日間で水  

平方向に60cm移動できることが判明している9）。一方，幼虫は垂  

直方向には3日間で150cm移動する個体が認められる9J。また，  

野外調査では若虫は8日後に最大で2m移動する個体が存在する  

保発表）。従って，マダニの広範囲に及ぶ分散にはマダニの運動  

による移動よりも宿主動物への付着による移動の方が大きな影響  

を持っていると考えられる。  

7．宿主との関係  

これまでの調査は主にシカとマダニ類の関係について調べられ  

てきた封1刷㌔調査結果によると，オオトゲチマダニ仝ステージご一ヽ  

ヒゲナガチマダニ成虫がシカに特異的に寄生している㌔ 一方，  

フタトゲチマダニとキチマダニは幅広く鳥獣に寄生することが確  

認されている。また，冬期にはオオトゲチマダニが，夏期にはフ  

タトゲチマダニがシカに最も多く寄生している11）。オオトゲチマ  

ダニとフタトゲチマダニはシカ体表上の雄の個体数が雌の2倍以  

上であったことから，雄が宿主の体表上に長期間存在し，その間  

に交尾相手を探索していることが示唆されている■り。  

8．まとめと今後の課題  

これまではマダニの分布，季節消長，シカとの関係についての  

調査を主に行ってきた。調査結果から，1）本県は2属10種のマ  

ダニが存在し，特にチマダニ属の個体数が多い，2）マダニ類は  

県南部に高密度に生息する，3）県南部には大型獣に特異的に寄  

生するマダニが生息する，4）マダニ類は植物上で静止し，宿主  

に乗り移るが，これらの待ち伏せ行動に宿主に対する適応が見一ヽ  

れる，ことがわかった。今後もマダニ類の生態に関するデータを  

引き続き集めることが必要であるが，以下の点を補わなければな  

らない。   

第一に，シカ以外の宿主のデータをもっと集める必要がある。  

マダニ類は国内で42種が確認され，県内にはそのうちの約1／4  

が存在する。県内でシカに特異的に寄生しているマダニはそのほ  

んの一部である。もっと幅広く動物の分布や生息密度を押さえな  

がら，それらの動午射二対するマダニの寄生状態を調査すれば，よ  

り本来の姿に近い結果が得られるであろう。   

第二に，宿主以外の生物とマダニとの関係を調査する必  

要がある。マダニの個体数の増減に影響を与える要因は宿主  

以外にも存在すると考えられる。たとえば，マダニを捕食する，  

もしくはマダニに寄生する天敵の存在である。海外ではマダニの  

天敵に対する調査が行われ，その生態について報告されている。  

天敵を利用した防除は農薬だけに頼らない防除法を確立する上で  

も重要であi），マダニの天敵相の調査が今後必要であろう。   

第三に，これまでに生活史の明らかにされた種はフタトゲチマ  

ダニだけであり，他種のマダニは幼若期の生態や休眠などが明ら   

発 育 期  

幼 虫（未吸血）  

帽包J一山  

若 虫（末吸血）  

（飽血）  

雄成虫（末吸血）  

雌成虫（末吸血）  

（飽血）   

体長（mm）  

0．68±0．04  

1．2 6±0．08  

1．17±0．0 5  

2．2 0±0．0 8  

2．26±0．08  

2．5 5±0．3 7  

7．7 5±1．0 3  

4．季節消長  

森・藤牒肝によると，天津小湊町に生息する4柱のチマダニの  

季節消長には春と秋にピークが見られる。2回のピークは幼苦虫  

の生態がはっきりしないヒゲナガチマダニを除いて共通であり，  

春は若史を中心としたピーク，秋は幼虫を中心としたピークとな  

る。成虫の出硯する時期は，4～8月に出現するタイプ（夏型）  

と，10～3月に出現するタイプ（冬型）に分けられる。フタトゲ  

チマダニは夏型，オオトゲチマダニ・キチマダニ・ヒゲナガチマ  

ダニは冬型の季節消長を示す。  

5．行  動  

マダニ類は棉物上などに移動して静止待機し，宿主がそこを通  

るときの接触によ町宿主体表上に移行する。チマダニが宿主を待  

ち伏せをする場合，植物上のある一定の高さに集中することが明  

らかになっているち）。これまでの調査から，調査地点でのマダニ  

類の待ち伏せ行動と宿主動物との関係がいくつか示唆されている。  

たとえば，幼虫の静止位置が他地域での報告と比べて高いことか  

ら，幼虫の宿主としてニホンジカが有力であると予想され，また，  

登山道上の平坦な部分に生育する植物上にダニが集まる傾向があ  

ることから，宿主となる大動物の山道平坦部の利用が多いことと  

の関係が示唆されている▲ノ。オオトゲチマダニは大型動物に特異  

的に寄生するが，オオトゲチマダニが待ち伏せするときの柄物上  

の高さが幅広い宿主に寄生するフタトゲチマダニと比べて高いこ  

とがわかっていると）。なお，マダニ類は夏から秋にかけて葉裏，  
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かにされていない。これらのマダニに対しても室内での飼育法を   

確立し，生理学的にマダニの体や行動のメカニズムの研究を進め   

るとともに，野外における生態調査を今後も続ける必要がある。  

マダニの有効な防除を行うためには，これらの生理・生態に関   

する基礎的な研究から，マダニ顛の生息する生態系を考慮に入れ   

た，多元的，巨視的な防除法を導き出すべきであろう。  
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